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慢性腎臓病患者における腎代替療法開始⽇を機械学習で予測する⽅法の確⽴と検証 
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この度、医学部物理⽣物学講座 ⾕川教授、⼤分⼤学ヘルスケア AI データサイエンス

講座 佐藤特任教授、前医療技術学部⾨ 上野さんらの協⼒で得て、上記論⽂を出版

することができましたので、ご報告いたします。 

 

本論⽂の要旨 

慢性腎臓病の治療には⾷事療法や薬物治療などがありますが、病気の進⾏を完全に⽌

める根本的な治療法はまだ存在しません。このような背景のもと、我々の研究チーム

は、慢性腎臓病患者が透析を必要とする⽇を予測し、それを治療の新たな⽬標とする

機械学習モデルの開発に取り組みました。このアプローチの⽬的は、患者にとって明

確で分かりやすい治療⽬標を設定することにより、治療に対するモチベーションの向

上と⾏動変容を促すことにあります。また、透析導⼊⽇の予測は、患者だけでなく医

療提供者にとっても有益な情報となり、より効率的な医療連携につながることが期待

されています。 



 

研究の具体的な⽬標は、患者の臨床検査値から透析導⼊⽇を予測する式の開発です。

これまでの、透析導⼊を予測する研究は過去にもありましたが、そのほとんどが、〇

年後の透析導⼊予測が、×％というリスクでの表⽰でした。これは、他の疾患でも同

様な⼀般的な表記⽅法ですが、個々の患者さんの⽴場で考えると、「⾃分は透析になる

のか？ならないのか？」「もし透析になってしまうとすればそれはいつ頃なのか？」と

いう⽇常診療でよく聞かれる質問に対する答えにはなっていません。そこで我々は、

近年医療分野においても広く利⽤され始めた機械学習を⽤いてこの問題が解決できな

いかという事を本研究で試みました。の研究の独⾃性は、慢性腎臓病における透析導

⼊“時期“の予測という観点からの新規性、および透析導⼊⽇予測という患者⽴脚型の

新しいアウトカム指標を創設することです。 

 



 

Figure1 にあるように、当院の 5 年間に新規に⾎液透析を開始された 135 名の 10,916

回の診察時のデータを使⽤しました。これらをいくつかの機械学習モデルにあてはめ

た（Table1）。精度の最も⾼い精度を⽰したのは、Lasso regression model でした。そ

れでも誤差範囲は、450 ⽇と広範囲では、ありますが、従来の臨床経過から透析時期

を予測する⽅法より⾼い精度で予想でき、しかも診察時のワンポイントのデータで予

測できることが本研究の強みです。 



 

本論⽂には、患者のデータ数が少ない、同⼀患者の複数の診療ポイントを解析してい

るなど限界もありますが、腎不全の⼈が、透析導⼊を具体的に予測するわかりやすい

指標、“患者⽴脚型アウトカム”として今後受け⼊れられること、使⽤されることを期

待しています。また、本研究は本論⽂にとどまらず、令和 6 年度からの⽂部科学省の

科学研究費基盤 C に採択され、今後、さらなるビッグデータを⽤いて精度を向上させ

ることや産学連携を介して⽇常診療で使⽤できるアプリを作成する予定です。将来的

にはさらに、患者さんの⾏動で、透析導⼊⽇というアウトカムが変動することで、慢

性疾患における⾏動変容を促す⼀助となることを⽬指しています。（図２） 

 

Table 1. Validation data results 

Algorithm R2 (validation data) MAE (validation data) 

Linear regression 0.55 471 

Ridge regression 0.56 471 

LASSO regression 0.60 450 

Elastic net 0.58 463 

Random forest 0.48 485 

GBDT 0.51 440 

 



最後になりましたが、本研究は、現在国内留学中の沖⽥助教の粘り強い努⼒によって

完成に⾄りました。また、データ取得にご協⼒いただいた医療技術部⾨上野さん、医

療情報部 下村教授、安徳准教授、後藤助教、ヘルスケア AI データサイエンス講座佐

藤特任教授、医学部⽣物物理学講座⾕川教授、研究⽴案の段階から論⽂化に際して、

いつも貴重なご助⾔と粘り強い援助を頂いた腎臓内科 副診療科⻑ 福⽥学内講師と

内分泌代謝膠原病腎臓内科学講座 柴⽥洋孝教授にこの場を借りて厚く御礼申し上げ

ます。 

腎臓内科 中⽥健、沖⽥純 
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この論文は、腎臓内科の沖田先生、中田先生が、医学部生物物理学講座 谷川教授、大分大

学ヘルスケア AI データサイエンス講座 佐藤特任教授、前医療技術学部門 上野さんらとの

共同研究で、慢性腎臓病患者さんの１回の検査データから透析導入日を予測する数式を機

械学習により導きだした研究です。 本研究では予測透析導入日の誤差範囲が４５０日と大き

いので今後の精度調整が期待されますが、まずはじめの一歩となる仕事です。 慢性腎臓病の

治療において絶対に透析導入を防げる特効薬はないので、患者さん本人や家族にとっても透

析導入日の見通しを知ることができるのは生活習慣や治療薬のアドヒアランスを向上させるの

に有効です。 また、経時的に本数式で透析導入日が最初の時点よりも遅くなれば、現在の治

療が腎症重症化の抑制に有効であることを確認することもできます。今後は、本研究の予測式

の精度の向上と実臨床への応用になると思います。引き続き、本研究を発展させることを期待

しています。                                                       （柴田洋孝） 


